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海洋産出
試験に
向けた

海洋調査海底の状況等を把握するための海洋調査

海洋産出試験の実施場所
に関する検討

海洋産出試験
（の実施場所の
特定）に向けた

海洋調査

環境影響評価
海域環境調査（ベースライン調査）

環境影響評価手法の開発・高度化

技術検証
のための
海洋調査

海底及び地下構造の
高精度把握のための
海洋調査

技術検証
のための

事前
環境調査

事後
環境調査

2018FY 2025FY2023FY2019FY 2022FY

賦存状況等を把握するための海洋調査

現⾏フェーズ（2019〜2025）現⾏フェーズ（2019〜2025）
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今回の説明内容

連携して
調査航海を実施

表層型メタンハイドレートの開発に向けた⼯程表
（海洋エネルギー・鉱物資源開発計画，2019年2⽉15⽇及び2024年3⽉22⽇改定，経済産業省）

現⾏フェーズ（2019〜2025）現⾏フェーズ（2019〜2025）
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表層型メタンハイドレート海洋調査 これまでの調査

回収技術に関する
調査研究

（2016〜2018）

回収・⽣産技術の
研究開発

（2020〜）
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資源量把握に向けた調査
（2013〜2015）
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海底の状況等を把握する
ための海洋調査（2020〜）

⑨海底機器観測
⑩地盤強度調査

海域環境調査（2020〜）
⑪海域環境調査（海底画像マッピング）
⑫海域環境調査（海底環境調査）
⑬海域環境調査（海洋観測）

実⾏計画（2019〜2022年度）

賦存状況等を把握するための海洋調査（2017〜）
③海洋電磁探査（2017）

②詳細地質調査（2018）
⑦⾼分解能三次元地震探査（2019, 2021）

⑧熱流量調査（2020〜）

回収・⽣産技術の検討に必要だが未取得・不⼗分なデータ
＜MH層の賦存状況＞＜海底の状況等＞

調査項⽬
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2025年度まで延⻑

⽇本海東縁
フラクチャ型
MH調査
（⻑尺

ピストンコア）
（2010）

⽇本海東縁
フラクチャ型
MH調査
（⻑尺

ピストンコア）
（2010）

MH層そのものを対象

MH層そのものではなく，周辺の状況を対象

2010年度以降取得した
全データを活用

2010年度以降取得した
全データを活用

＜表層型MHの研究開発 2022年度研究成果報告会資料を更新＞
報告済

スライド４ スライド５-６

スライド７〜
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国による最初の表層型MH調査（2010年度）
＜メタンハイドレート資源開発研究コンソーシアム（MH21）公表資料（2010）＞

報告済
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上越沖

最上トラフ

隠岐トラフ

①広域地質調査による全調査海域
（地形データの着色部分）

平成25年4月の海洋基本計画を受け、平成25年度～27年度において経産省の委託により
日本海を中心に資源量把握に向けた広域的な海洋調査を実施した。

⑤掘削同時検層のLWDツール

②詳細地質調査で使用したAUVと海底下浅層部構造

⾼

低

N Umitaka Spur 
BSR Time Structure 

BSR Pull‐ups 

④海洋電磁探査による高比抵抗部の分布

③精密地震探査による３D地下構造

＜実施した調査種目＞

①広域地質調査（船底音響機器探査） ・・・特異点（ガスチムニー構造）探索

②詳細地質調査（AUV音響探査） ・・・特異点周辺の超音波構造探査

③精密地震探査（3D地震探査） ・・・エアガン構造探査

④海洋電磁探査（CSEM探査） ・・・比抵抗分布の曳航式探査

⑤掘削同時検層（LWD：Logging While Drilling） ・・・坑井の物性測定

⑥掘削地質サンプル採取（コアリング＋CPT） ・・・ハイドレート等堆積物採取

⑦環境調査（ROV潜航調査＋長期モニタリング） ・・・環境ベースライン調査

⑥掘削地質サンプル採取で
取得したハイドレート試料

⑦環境調査によるROV潜航調査で発見した
塊状メタンハイドレートの壁

６ｍ長のライナー全て
塊状ハイドレートの例

表層型MHの資源量把握に向けた調査（2013〜2015年度）
＜表層型MHの研究開発 2022年度研究成果報告会資料＞

報告済
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主な成果内容

過去の調査経緯から、データ量が最も
多く、塊状のメタンハイドレートが実際に
確認されている箇所の一つとして、海鷹
海脚CWマウンド構造が資源量評価対
象として選択された。

海鷹海脚CWマウンド構造

MH安定領域下限

500～1000m
音響ブランキング

（ガスチムニー構造）
数100m～1km程度

厚さ
50～150m

地形：マウンド／
ポックマーク

・ガスチムニー構造は音響探査のシャドーのため、内部構造は分からな
かった。
・掘削調査などを通して、メタンハイドレートが、塊状、板状、脈状、粒
状など様々な形態で存在し、その分布は連続的でないことが分かった。
・調査海域全体の資源量評価を断念し、一部に集中した。

ガスチムニー構造の特徴

メタンハイドレート

表層型MHの資源量把握に向けた調査 評価結果取り纏め (2016年)

資源化へ向けた
研究開発継続
資源化へ向けた
研究開発継続

・国の要請に基づき、主に日本海で表層型メタンハイドレート調査を広域(63,700km2)で実施。
・音響ブランキングを示す特異点（ガスチムニー構造）を合計1,742箇所で確認。
・ガスチムニー構造内のメタンハイドレートの分布は不連続で一貫性がないことを確認。
・上越沖、海鷹海脚CWマウンド構造で、ガス換算６億ｍ3（0.02TCF）のハイドレートと推定。

＜表層型MHの研究開発 2022年度研究成果報告会資料に加筆＞
報告済

海鷹海脚中部西(CW)マウンドで，
 LWD：8坑
 コアリング：11坑

の掘削を実施
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丹後半島北⽅
（隠岐トラフ）

海鷹海脚・上越海丘
（上越沖）

酒⽥海丘
（最上トラフ）

海底地形（着⾊部）は、広域地質調査(2013〜2015)実施海域

海洋調査・海域環境調査の実施海域

海洋調査・海域環境調査の実施海域と調査項⽬
将来の表層型メタンハイドレートに係る海洋産出試験を⾒据え、電磁探査、掘削調査、
潜航調査等の詳細データが揃っている３海域をモデル調査海域として、必要な海洋調
査を実施。

調査実施３海域
・地質構造が異なる

→集積機構の違い
・データが揃っている

調査項目①〜⑥

• 物理探査＜物理探査船＞
 ⑦⾼分解能三次元地震探査

• 海底機器観測＜ROV＞
 ⑧熱流量調査
 ⑨底層流等のモニタリング
 ⑫海底環境調査

• 掘削調査＜掘削調査船＞
 ⑩地盤強度調査
 ⑫海底環境調査

• 海域環境調査＜ROV/AUV＞
 ⑪海底画像マッピング
 ⑫海底環境調査・掘削影響調査

• 海域環境調査＜海洋観測船＞
 ⑬海洋観測

番号（丸数字）は次ページの表に対応

調査項⽬（使⽤船舶別）

＜第42回メタンハイドレート開発実施検討会（2023.11.6）資料5を⼀部更新＞

※実施時期や調査項⽬については、地元関係者等と調整した上で実施しています。

報告済
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海洋調査・海域環境調査の進捗状況

酒⽥海丘
（最上トラフ）

海鷹海脚・上越海丘
（上越沖）

丹後半島北⽅
（隠岐トラフ）調査項⽬

実施済（2014）実施済（2013）実施済（2013-2015）①広域地質調査（ガスチムニー構造の探索）
2014, 20252013-2015, 2024実施済（2014）②詳細地質調査（MH胚胎域周辺の詳細地形・地質構造探査）

実施済（2017）実施済（2014）実施済（2015）③海洋電磁探査（⽐抵抗分布の把握）

2014, 20232014, 2015, 
2022-2023実施済（2015）④掘削同時検層，ワイヤライン検層（坑井の物性測定）

2021, 2023実施済（2014, 2015）実施済（2015）⑤掘削地質ｻﾝﾌﾟﾙ採取（ﾊｲﾄ゙ ﾚー ﾄ及び堆積物採取）

実施済（2014）実施済（2013-2015）実施済（2015）⑥ROV潜航調査（簡易環境把握調査）

20192015,
2024-20252021⑦⾼分解能三次元地震探査（精密地下構造探査）

2020-20212010,
2022-2023-⑧熱流量調査（賦存領域下限深度の把握）

2020-2021
20252022-2023-⑨海底機器観測（底層流等のﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ） ＜+環境＞

2021, 20232022, 2023-⑩地盤強度調査（検層・室内⼟質試験） ＜+環境＞

2020, 2023, 
2024, 2025

2021, 2022, 2023, 
2024, 2025-⑪海域環境調査（A）（海底画像マッピング）＜+海底状況＞

2020, 2023, 
2024, 2025

2021, 2022, 2023, 
2024, 2025（実施中）⑫海域環境調査（B）（海底環境調査+掘削影響調査）

2020, 20232021, 2022（実施中）⑬海域環境調査（C）（海洋観測）

資源量把握に向けた調査
（2013〜2015）

資源量把握に向けた調査
（2013〜2015）

賦存状況等を把握するため
の海洋調査（2017〜）
賦存状況等を把握するため
の海洋調査（2017〜）

海域環境調査
（2020〜）
海域環境調査
（2020〜）凡例 海底の状況等を把握するための

海洋調査（2020〜）
海底の状況等を把握するための

海洋調査（2020〜）
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※実施時期や調査項⽬については、地元関係者等と調整した上で実施しています。
⻘︓昨年度までに実施済 ⾚︓本年度（2024年度）実施 紫︓来年度の実施検討中

＜第42回メタンハイドレート開発実施検討会（2023.11.6）資料5を更新・加筆＞

MH層を対象 MH層ではなく周辺を対象

MH層を対象

MH層ではなく周辺を対象
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 回収・⽣産技術の研究開発の最⼤化を図るために必要不可⽋な情報（胚胎層の深度と連続性、地盤強度、
環境影響等）を取得するために海洋調査や海域環境調査を実施。

海洋調査（賦存状況等の把握）

⑦精密地下構造調査
⾼分解能三次元探査(2019年酒⽥沖)の結果

⑧熱流量調査

マイグレーション深度断⾯

IL50

IL145

IL263

IL412

調査海域の海底地形
・北東-南⻄⽅向の海丘
・頂部⽔深︓約530m
・頂部に凹地形︓MHが賦存
・LWD３点（2014年実施）

多数の⾼⾓正断層

600〜650mに強反射⾯
頂部凹地形直下に⾳響空⽩域
700m以深に⾳響空⽩域

北⻄側斜⾯

海丘中央部

北⻄側斜⾯

南東側斜⾯

多数の断層

700m付近に強反射⾯
下位の⾳響空⽩域

地中温度計の設置

海底に設置した海底⽔温計

熱物性計測のための堆積物採取

丹後半島北⽅海域（2021年度実施）の結果は昨年度（2023年度）報告済
上越沖海域は，2024年度実施分は現在処理中，2025年度も調査計画中
丹後半島北⽅海域（2021年度実施）の結果は昨年度（2023年度）報告済
上越沖海域は，2024年度実施分は現在処理中，2025年度も調査計画中

＜第39回メタンハイドレート開発実施検討会（2022.6.3）資料5に加筆＞

酒⽥沖（2020〜2021年度）
上越沖（2022〜2023年度）

のデータを解析作業中
（2022年度に⼀部報告）

酒⽥沖（2020〜2021年度）
上越沖（2022〜2023年度）

のデータを解析作業中
（2022年度に⼀部報告）

酒⽥沖
2020年度報告済

酒⽥沖
2020年度報告済

精密地下構造の把握→賦存状況精密地下構造の把握→賦存状況
地下温度構造の把握
→賦存領域下限深度
地下温度構造の把握
→賦存領域下限深度
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賦存状況等の把握
物理探査データ取得・解析の実施状況

酒⽥沖
（最上トラフ）

海鷹海脚・上越海丘
（上越沖）

丹後半島北⽅
（隠岐トラフ）

＜精密地下構造の把握＞（斜体下線は⾼精度把握のための調査）

2014, 20252013, 20242014②詳細地質調査（特異点周辺の詳細地形・地質構造探査）

201720142015③海洋電磁探査（⽐抵抗分布の把握）

2014, 20232014-2015
2022-20232015④掘削同時検層, ワイヤライン検層（坑井の物性測定）

20192015,
2024-20252021⑦⾼分解能三次元地震探査（精密地下構造探査）

202020192022⑦ʼ 地震探査データ詳細解析（BSR・断層等の抽出・解析）

20202017, 20202022統合処理・解析（三次元地震探査，海洋電磁探査，掘削同時検層）

＜地下温度構造の把握＞
2020-20212010，

2022-2023検討中⑧熱流量調査（賦存領域下限深度の把握）

データ取得・処理（海洋調査）
2018年度まで

データ取得・処理（海洋調査）
2018年度まで凡例 データ解析（陸上）

2017，2019〜2025年度
データ解析（陸上）

2017，2019〜2025年度
データ取得・処理（海洋調査）

2019〜2025年度
データ取得・処理（海洋調査）

2019〜2025年度

三次元比抵抗分布
海底下浅部構造（AUVによる調査）

③海洋電磁探査②詳細地質調査 ⑦高分解能三次元地震探査 ⑧熱流量調査
N Umitaka Spur 

BSR Time Structure 

BSR Pull‐ups 

三次元地下構造
海底熱流量測定装置

（SAHF）

④掘削同時検層

LWDによる地層性状評価

2020度報告済2020度報告済

2022年度⼀部報告済2022年度⼀部報告済

2023度報告済2023度報告済

2022度報告済2022度報告済

＜表層型MHの研究開発 2023年度研究成果報告会資料を更新＞
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⑨海底現場状況調査

ROV母船（新世丸） ROV（はくよう3000）

⑩海底地盤強度調査

ワイヤーで
吊り下げ

海底に台を設置
（計測終了後回収）

一定速度でさし込み

掘削調査船

海底

POSEIDON-1（酒田沖）

原位置CPTの例

 海底地盤強度調査を、2021年度に酒⽥沖、2022年度に上越沖、2023年度に両海域で実施。取得したコーン貫⼊試験
（CPT︔酒⽥沖のみ）、地質試料採取（→室内⼟質試験）、ワイヤライン検層のデータを解析中。

 海底現場状況調査のための⻑期観測を、酒⽥沖で2020〜2021年度に、上越沖で2022〜2023年度に実施。

海洋調査（海底の状況等の把握）
＜第39回メタンハイドレート開発実施検討会（2022.6.3）資料5を更新＞

酒⽥沖（2021, 2023年度）
上越沖（2022, 2023年度）
酒⽥沖（2021, 2023年度）
上越沖（2022, 2023年度）

掘削調査船

ちきゅう（上越沖，酒田沖）

酒⽥沖（2020〜2021年度），上越沖（2022〜2023年度）酒⽥沖（2020〜2021年度），上越沖（2022〜2023年度）

今回報告今回報告
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 海底の現場状況を把握するための調査として、2022年から2023年にかけて上越沖（上越海丘及び海鷹
海脚）で、海底に機器を設置して⻑期モニタリング観測を実施し、これらのデータの解析を進めている。

海底機器観測（海底の状況等を把握するための海洋調査）

上越海丘（冷湧⽔域及びその周辺）

海鷹海脚（冷湧⽔域及びその周辺）

海鷹海脚（リファレンス）

2022-2023年観測点

＜第42回メタンハイドレート開発実施検討会（2023.11.6）資料5を編集＞

酒⽥沖では，2020〜2021年度に海底機器観測を実施
（データ解析作業中）

酒⽥沖では，2020〜2021年度に海底機器観測を実施
（データ解析作業中）

⻑期モニタリング観測機器の海底設置状況（写真）

セジメントトラップ シーページメーター、
オスモサンプラー

ADCP、CTD、
濁度計、溶存酸素計

⑨海底現場状況調査

地中温度計
（バクテリアマット内）

地中温度計
（バクテリアマット近傍）

⽔温計測システム

⑧熱流量調査 2022年度⼀部報告済2022年度⼀部報告済
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1 km

詳細地形地質調査（上越沖海域）
 海底及び海底下構造の高精度把握と，海底環境調査のための基礎データ（海底地形，底質等）取得

 通常調査（高度50m，測線間隔110m）から精密調査（高度25m，測線間隔10m）へ
 高分解能三次元地震探査（HR3D+OBN+DT）との総合解釈（SBP等）

北鳥ヶ首海脚北鳥ヶ首海脚

赤枠内：精密調査（2024年度実施）
黒枠内：通常調査及び一部精密調査（2013〜2015年度実施）

（2025年度に酒田海丘通常調査実施済海域にて精密調査を計画中）

「Deep1」 ＜航走型AUV＞
深田サルベージ建設（株）運航

航走型AUV「Deep1」に下記観測機器を搭載
・MBES（海底地形）
・SSS（反射強度）
・SBP（浅部地質構造）

「ちきゅう」掘削点

1 km

上越海丘上越海丘

1 km

海鷹海脚海鷹海脚
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酒田沖（酒田海丘）上越沖（上越海丘，海鷹海脚，北鳥ヶ首海脚）丹後半島北方調査海域

使用船舶航海名調査項目使用船舶航海名調査項目使用船舶航海名調査項目調査年度

つしま/かいゆうTS19/KY19HR3D2019 (1)
第一開洋丸1K20SeaXerocks

2020
(3)

新世丸SS20-1海洋観測/海底環境調査

新世丸SS20-2海底観測機器設置

第一開洋丸1K21-1SeaXerocks

2021
(9)

かいりKA21HR3D

第一開洋丸1K21-2海洋観測

新世丸SS21-1海底観測機器回収

新世丸SS21-1海底環境調査

POSEIDON-1PS21海底地盤強度調査

かいれいKR21-15C海底現況調査

第一開洋丸1K21-3海底現査

第一開洋丸1K21-4海底現査

第一開洋丸1K22-1SeaXerocks

2022
(8)

第一開洋丸1K22-2海洋観測

新世丸SS22-1海底観測機器設置

第一開洋丸1K22-3海底現査

第一開洋丸1K22-4膜利活用海洋実験

新世丸SS22-2掘削影響事前調査

ちきゅうCK22-03C海底地盤強度調査

新日丸SN22掘削影響事後調査

第八海工丸8K23掘削影響事後調査

2023
(8)

新世丸SS23-1海底観測機器回収

新世丸SS23-2掘削影響事後調査

第一開洋丸1K23-1海洋観測

第一開洋丸1K23-2海底現査

ちきゅうCK23-02C海底地盤強度調査ちきゅうCK23-02C海底地盤強度調査

第一開洋丸1K23-3掘削影響事前事後調査

第一開洋丸1K23-4膜利活用海洋実験

つばさ/かいりTB24/KA24HR3D+OBN+DT

2024
(6)

新世丸SS24-1掘削影響事後調査新世丸SS24-1掘削影響事後調査

新世丸SS24-2生物影響評価

新竜丸/Deep1SR24詳細地形地質調査

第一開洋丸1K24-1海底現査

第一開洋丸1K24-2膜利活用海洋実験

海洋調査・海域環境調査 航海⼀覧

14



上越沖及び酒⽥沖MH胚胎域での
地盤強度調査（掘削調査）と掘削影響調査

 海洋調査の概要と進捗
（後半）地盤強度調査（掘削調査）概要

産総研 佐藤 幹夫

 上越沖及び酒田沖MH胚胎域での地盤強度調査
(1) 掘削コアの地質学的特徴

産総研 吉岡 秀佳
(2) 海底表層地盤の物理特性

鳥取大 中村 公一
(3) 室内土質試験とワイヤライン検層の対比

産総研 鈴木 清史

 上越沖及び酒田沖MH胚胎域での掘削影響調査
(1) 音響探査，海底画像，表層堆積物から推定した再堆積層分布

産総研 浅田 美穂
(2) ホバリング型AUV「YOUZAN」を用いた海底画像撮影と生物への影響

いであ（株） 加藤 正悟
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隠岐トラフ

最上トラフ

丹後半島北方
(水深710〜730m)

上越沖（上越海丘，海鷹海脚） ＜水深910〜990m＞
胚胎地点（２地点）＋参照地点（２地点）

「ちきゅう」CK22-03C航海（2022年9月）：試料採取，WL検層
「ちきゅう」CK23-02C航海（2023年8月）：WL検層（上越海丘のみ）

上越沖（上越海丘，海鷹海脚） ＜水深910〜990m＞
胚胎地点（２地点）＋参照地点（２地点）

「ちきゅう」CK22-03C航海（2022年9月）：試料採取，WL検層
「ちきゅう」CK23-02C航海（2023年8月）：WL検層（上越海丘のみ）

富山トラフ

酒田沖（酒田海丘） ＜水深530〜540m＞
胚胎地点（２地点）＋参照地点（1地点）

「POSEIDON-1」PS21航海（2021年8月）：CPT, 試料採取，PS検層
「ちきゅう」CK23-02C航海（2023年8月）：試料採取，WL検層

酒田沖（酒田海丘） ＜水深530〜540m＞
胚胎地点（２地点）＋参照地点（1地点）

「POSEIDON-1」PS21航海（2021年8月）：CPT, 試料採取，PS検層
「ちきゅう」CK23-02C航海（2023年8月）：試料採取，WL検層 POSEIDON-1

ちきゅう

酒⽥

直江津

地盤強度調査（掘削調査）及び掘削影響調査 実施海域
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 2021年︓酒⽥沖︓原位置コーン貫⼊試験（CPT）、PS検層、試料採取（室内⼟質試験⽤）
 2022年︓上越沖︓ワイヤライン（WL）検層、試料採取（室内⼟質試験⽤）
 2023年︓酒⽥沖及び上越沖︓ワイヤライン（WL）検層、試料採取（室内⼟質試験⽤）
その他︓掘削影響事前・事後調査（2022年上越沖（上越海丘）及び2023年の酒⽥沖）

CPTLoggingCoringT.D.
Water 
Depth

HoleCruiseSite海域

16.8m55.7 m (PS)〜58 m58 m531.3 mRC2102A/CPT2102PS21
SK-MH

酒田海丘

-152.6 m (full)106〜120 m160 m532.5 mC8011A, (C8011B, C)CK23-02C

-43.8 m (PS)-44 m535 mPS2103APS21SK-MH2

12m49.5 m (PS)〜61 m61 m555.6 mRC2101A/CPT2101PS21
SK-RE

-153.5m (Run1,2)70〜114 m160 m556.0 mC8010ACK23-02C

-145.5 m (full)155 m155 m981 mC8006ACK22-03CJK-MH

上越海丘 -142.5 m (full)144 m144 m984 mC8007ACK22-03C
JK-RE

-170 m (full)-200 m984.5 mC8007BCK23-02C

-113.5 m (full)122 m122 m916 mC8009ACK22-03CUTN-MH
海鷹海脚

北部
-135.5 m (full)144 m144 m925 mC8008ACK22-03CUTN-RE

地盤強度調査の実施概況（１）掘削点⼀覧
＜表層型MHの研究開発 2023年度研究成果報告会資料を⼀部修正＞
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C8006A C8007A C8007B

JK-REJK-MH

144m

155m

200m

981m 984m 984.5m
0

50

100

150

200

m

0

50

100

150

200

m

C8008AC8009A

UTN-REUTN-MH

122m

144m

916m 925m

UTN-REUTN-MH

JK-REJK-MH

SK-MH

SK-MH2

SK-RE

酒田海丘

上越海丘

海鷹海脚北部

酒田沖酒田沖上越沖上越沖

0

50

100

150

200

m

C8011ARC2102A
CPT2102B/C

PS2103A

SK-MH SK-MH2

58m

44m

160m

531.3m 532.5m 535m

C8010ARC2101A
CPT2101B

SK-RE

61m

160m

555.6m 556m
0

50

100

150

200

m

試料採取

WL検層
PS検層

CPT

＜POSEIDON-1＞
RC2101A（緑）： PS21航海
＜「ちきゅう」＞
C8006A（青）： CK22-03C航海
C8010A（赤）： CK23-02C航海

SK/JK/UTN-MH： 胚胎地点
SK/JK/UTN-RE： 参照地点

地盤強度調査の実施概況（２）掘削・試料採取概要
 2021年︓酒⽥沖︓原位置コーン貫⼊試験（CPT）、PS検層、試料採取（室内⼟質試験⽤）
 2022年︓上越沖︓ワイヤライン（WL）検層、試料採取（室内⼟質試験⽤）
 2023年︓酒⽥沖及び上越沖︓ワイヤライン（WL）検層、試料採取（室内⼟質試験⽤）
その他︓掘削影響事前・事後調査（2022年上越沖（上越海丘）及び2023年の酒⽥沖）

＜表層型MHの研究開発 2023年度研究成果報告会資料を⼀部修正＞
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地盤強度調査の実施概況（３）掘削点の位置関係（酒⽥沖）

C8011A

RC2102A

CPT2102B/C

CPT2102A

LWD1407

30m

酒田海丘MH胚胎地点
SK-MH

17 m

約25m

SK-MH

SK-MH2

SK-RE

酒田海丘

酒田沖酒田沖

30m

酒田海丘参照地点
SK-RE

RC2101A
CPT2101

CPT2101B

C8010A

16 m

「ちきゅう」掘削点
（2022/2023年）

POSEIDON-1 掘削点
（2015/2021年）

掘削同時検層（LWD）
（2014/2015年）
（Greatship Ragini/白嶺）

C8011A

C8010A

1,482 m

酒田海丘  掘削地点及びコア採取区間の決定
 既存掘削点を起点に新規掘削点を決定

 掘削事前事後調査との位置合わせ
（音響測位の誤差を回避）

 15〜30mの距離（地下での干渉回避）
 ROVによる海底観察により，掘削地点確定

 海底地形や底質を考慮
 微修正(５m程度)

 既存LWDからコア採取/掘飛ばし区間決定
 MHや炭酸塩岩の区間を回避
 上記がない区間でコア採取→土質試験

19

UTN-REUTN-MH

JK-REJK-MH

上越海丘

海鷹海脚北部

上越沖上越沖

地盤強度調査の実施概況（４）掘削点の位置関係（上越沖）

「ちきゅう」掘削点
（2022/2023年）

POSEIDON-1 掘削点
（2015/2021年）

掘削同時検層（LWD）
（2014/2015年）
（Greatship Ragini/白嶺）

LWD1410

C8006A

30m
上越海丘MH胚胎地点

JK-MH

30 m

30m

RC1507

LWD1514

C8009A

RC1507B

RC1507C

RC1512

海鷹海脚北部MH胚胎地点
UTN-MH

30m

上越海丘参照地点
JK-RE

C8007A

C8007B

約20m

552 m

C8007A

C8006A

C8009A C8008A

320 m

上越海丘

海鷹海脚北部

海鷹海脚北部
参照地点
UTN-RE

海鷹海脚北部
MH胚胎地点

UTN-MH
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FY2025FY2024FY2023FY2022FY2021酒田沖（酒田海丘）

掘削調査（コア採取，WL検層）
（地盤強度調査）

詳細地形地質調査（音響探査）
航走型AUV 「Deep1」

掘削影響調査（海底画像撮影）
ホバリング型AUV 「YOUZAN」

掘削影響調査（試料採取，海底観察）
ROV 「はくよう3000」/「KAIYO3000」

掘削影響調査（音響探査）
ROV 「KAIYO3000」

PS21
Poseidon-1

CK23-02C
ちきゅう

FY2025FY2024FY2023FY2022FY2021上越沖（上越海丘，海鷹海脚北部）

掘削調査（コア採取，WL検層）
（地盤強度調査）

詳細地形地質調査（音響探査）
航走型AUV 「Deep1」

掘削影響調査（海底画像撮影）
ホバリング型AUV 「YOUZAN」

掘削影響調査（試料採取，海底観察）
ROV 「はくよう3000」「はくよう」

掘削影響調査（音響探査）
ROV 「KAIYO3000」

CK22-03C
ちきゅう

SS22
新世丸

SN22
新日丸

CK23-02C
ちきゅう

8K23
第八海工丸

1K23-3
第一開洋丸

SS23-2
新世丸

SS24-1
新世丸

SS24-1
新世丸

SR24
新竜丸

掘削調査（地盤強度調査）と掘削影響調査（2021〜2025年度）

直前直前

直前直前 直後直後

１ヶ月後１ヶ月後

7ヶ月後7ヶ月後

１０ヶ月後１０ヶ月後

２年後２年後

１年後１年後

２年後，１年後２年後，１年後

JK-MHJK-MH

（船舶未定）

2年後2年後

（船舶未定）

2年後2年後

SK-RE

JK-RE2UTN-RE

SK-MHSK-MH
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AUV/ROVを用いた掘削による影響評価検討

AUV、ROVを⽤いた掘削による影響評価検討
左︓AUVによる海底モザイク画像。掘削屑の広がり（⽩い帯）が確認できる。
右上︓ROVによる掘削孔周辺のコアサンプリング地点。AUV取得画像をもとサンプリング地点を決定。
右下︓ROVによるサイドスキャンソアー取得データ。地形・反射強度のデータをAUVの画像データと組み合
わせることで掘削屑の分布や再堆積プロセスの評価に貢献

＜第42回メタンハイドレート開発実施検討会（2023.11.6）資料5に加筆＞

上越海丘：掘削直前直後（2022年8月, 10月），7〜9ヶ月後（2023年4月, 6月）, 2年後（2024年7-8月）
酒田海丘：掘削直前直後（2023年8月），1年後（2024年8月）

酒田海丘
掘削直後調査

の例
＜速報＞

酒田海丘
掘削直後調査

の例
＜速報＞

位置合わせが必須

その後の解析結果を今回報告（浅⽥，加藤様＠いであ（株））その後の解析結果を今回報告（浅⽥，加藤様＠いであ（株））

色調補正前の図＜速報＞
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海洋調査の概要と進捗（まとめ）
賦存状況等の把握
 精密地下構造探査
 熱流量調査

海底の状況等の把握
 海底地盤強度調査
 海底現場状況調査

進捗状況
 賦存状況等の把握
 海底の状況等の把握
 詳細地形地質調査
 海域環境調査

詳細地形地質調査
 海底及び海底か地下構造の高精度把握
 海底環境調査のための基礎データ

地盤強度調査（掘削調査）と掘削影響調査

ご清聴，ありがとうございました．
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